




















































































































































































は『カテゴリー』の終盤で，「歴史的発展 die geschichtliche Entwicklung の経過」を，諒
解行為からゲゼルシャフト行為へ，また団体からアンシュタルトへという，行為と秩序の
連関が目的合理的な方向へと展開する点に見ている。
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準拠させる諸圏域が，それらにとって構成的
な可能性 Chancen のあり方で数多く，また多様であればあるほど，「合理的な社会的
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の要因の問題および，先に見た⑵社会的分化
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，
分化した相異なる力同士の緊張関係の一つの帰結
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〔抄　録〕
　本稿では，マックス・ヴェーバーにおける救済宗教と文化諸領域の緊張関係という
シェーマをより根底から把握するため，緊張関係の前提となる社会的分化の視点につい
て，『理解社会学のカテゴリー』を対象として検討した。それによって，⑴発展の非一元
的な双方向性，⑵解体と創出のダイナミズム，⑶重層的関係，⑷圏域の多様化ないし同時
併存といった諸点を抽出，確認することができた。
　社会的分化が合理化の果てに悲劇的隘路へと陥るような近代観とは異なる，絶えず解体
と創出のダイナミズムを含み込んだ重層的な関係が進展しているという視点は，ヴェー
バーのものとされてきた目的合理化という視点に止目した近代像を再考する重要な手がか
りだと考えられる。本稿は，従来あまり論じられてこなかったヴェーバーの社会的分化論
の検討の端緒であり，今後の具体的な文化諸領域の問題へと視野を拡大しながら検討を進
めていく際の基礎的考察である。
